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１．はじめに 

卓越大学院プログラム（ WISE Program: Doctoral Program for World-leading Innovative & Smart 

Education）は、各大学が自身の強みを核に、これまでの大学院改革の成果を生かし、国内外の大学・研究機

関・民間企業等と組織的な連携を行いつつ、世界最高水準の教育力・研究力を結集した 5 年一貫の博士課程

学位プログラムを構築することで、あらゆるセクターを牽引する卓越した博士人材を育成するとともに、人

材育成・交流及び新たな共同研究の創出が持続的に展開される卓越した拠点を形成する取り組みを推進する

事業であり、平成 30（2018）年度より文部科学省において開始され、現在、30 件のプログラムが採択されて

いる。 

「変動地球共生学卓越大学院プログラム」は、令和元(2019)年度に採択され、幅広い研究科からなる文理

融合教育、民間企業・団体や研究機関との協働による問題解決型の実習、ならびに海外の学術・研究機関と

連携した教育を通じて、地球から人間までをシームレスに捉える先見性、高度な知見と柔軟な思考力、コミ

ュニケーション能力などを併せ持つ“知のプロフェッショナル”の育成に取り組んでいる。博士課程前期・

後期を一貫する 5 年間で、多様な言語と価値観を待つ仲間とともに学び、リアルでタフな“現場”で課題解

決力を鍛え、世界をフィールドに研鑽を積むことにより、一人ひとりの可能性が拓くことを目的としている。 

２．変動地球共生学卓越大学院プログラム 

「変動地球共生学（SyDE: Sustainability in the Dynamic Earth）」は、地球と地球環境の変動現象を統

合的に理解し、そこに営む人間にとって、よりよい社会を構築し、よりよく生きる「知」を生み出す学問で

ある。本卓越大学院プログラムでは、地球変動現象に関する国際的に卓抜した研究実績、ならびに多くの産

学官連携実績に基づき、災害発生メカニズムの知見を高め、予測技術のさらなる向上を図るとともに、社

会・人間への深い理解を基に、行動

する“知のプロフェッショナル”を

輩出することを使命と目標に掲げて

いる。専門力を核に、俯瞰力・コミ

ュニケ―ション能力・実践力・倫理

観・国際性・探求力・リーダーシッ

プなどの多角的能力を樹枝のように

伸びやかに広げる“スノークリスタ

ル型人材”の育成を目指している。 

この目的の実現のため、「仲間に

学び、現場で鍛えられ、世界で磨か

れる」という本卓越大学院プログラ

ムの 3 つの教育方針によって、“ス

ノークリスタル型人材”を育成し、

社会の期待と産官学の要請に応えて

いく計画である。本卓越大学院プロ

グラムのカリキュラム体系を図-1に示す。 
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図-1 変動地球共生学プログラムのカリキュラム 
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 ３．課題解決型研修  

本卓越大学院プログラムでは、参画専攻および連携企業・団体との共同により研修ラボ（I-lab：

Integrated-science laboratory）を構成し、産学連携を意識した課題解決型研修（Project-Based Learning）

として I-lab 研修を実施している。2021年度は 9課題を設定し、I-lab研修を実施した。 

「土木工学ラボ」は、土木を専攻する学生と専攻していない学生（土木工学専攻:2 名、応用情報科学専

攻:1 名、地学専攻:1 名）が参加し、民間コンサルタント会社の協力により実施した。本研修では「激甚化・

頻発化する風水害による被害防

止・軽減」をテーマとしたグルー

プワークと受講者の専門分野から

個別に設定した自然災害に関する

個人課題について、民間企業の専

門家の指導を受け、解決策を検討

した。参加した学生からは、自然

災害対策においては、「リスクに

対する投資コストに対し、説明が

必要となること」、「限られた財源

のもと、リスクを考慮するコンサ

ルタントが重大な役割を担うこと」

などの気づきが報告された（図-

2）。 

４．産官学連携による“協育・協働・共創” 

 一方、本卓越大学院プログラムでは、I-lab 連携企業のほ

か、プログラムの趣旨に賛同して頂いた企業・団体が「サス

テネビリティスタディコンソーシアム」に参加し、産官学連

携による持続可能な社会の構築に向けた未来像の創出と研究

の振興、人材育成・学生の進路指導支援を目的とした取り組

みを実施している。「企業フォーラム」は、コンソーシアム

に参画する企業・団体と変動地球共生学卓越大学院プログラ

ム生を中心とする学生との情報交換の場を提供するものであ

り、地質・資源、建設、水環境、宇宙技術など幅広い分野の

企業と学生・教職員が参加し、活発な情報交換を行っている。

令和 3（2021）年 11 月 12 日に第 2 回を開催し、第 1 部とし

て学生による研究発表と参加者によるデスカッション、第 2 部として企業ブース展示において展示企業の技

術者や人事担当者から会社が求める人材や入社後のキャリアパスの説明を行うとともに、OB・OG の体験に基

づくアドバイスを受け、学生の今後のキャリアパスを検討する上で選択を広げる機会を提供した（図-3）。 

令和 4（2022）年度末には、本卓越大学院プログラムより初めての修了生を予定しており、国内民間企業

のほか、大学・研究機関、官公庁、グローバル企業、国際機関で活躍できる人材となることを期待している。 
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図-2 I-lab研修参加者の気づき 

図-3 第 2回企業フォーラム開催状況 
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